
▷レポート課題 5

以下のURLに本課題で利用するプログラム fib.asmを載せた．� �
www.hisenkei.net/˜sima/lecture/itex1/fib.html� �

この fib.asmは，フィボナッチ数列を求めるプログラムである．フィボナッチ数列は，
F0 = 0，F1 = 1として，漸化式

Fn+2 = Fn + Fn+1 (n ≥ 0)

によって得られる数列である．fib.asmの場合はF0 = 2，F1 = 3としている．このfib.asm
には同じ処理が繰り返し記述されている箇所や非効率的に書かれた箇所が存在する．そこ
で，サブルーチン (CALL命令・RET命令)および LOOP命令を用いて，以下のプログラムを
より少ないコード量になるように書き換えよ．ただし，結果は DXレジスタに保存するこ
ととする．また，プログラムを実行した結果が変わらないようにすること．ファイル名は，
fib XXXXXXX.asmとする．ただし，XXXXXXXの部分には各自の学籍番号を入れる．レポー
トには作成したソースコードを載せること．また，ソースコードの各行に行番号を付ける
こと．
レポートでは，作成したプログラムについて，どのような工夫をすることでソースコード
をより短いコードに書き換えたのかについて述べよ．また，なぜ fib.asmでは，9つめの
フィボナッチ数までしか求めていないのか，考察せよ．説明するときには適宜ソースコー
ドを引用すること．
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